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春の苗木城大矢倉跡

記念企画 中津川の画家 前田青邨と中川とも展
会期：４月25日（土）〜５月31日（日）

記念講座 遠山昌利・景徳　植苗木から苗木へ
開催日：４月17日（金）

　　　　 初代大名遠山友政の戦功
開催日：６月19日（金）

記念事業 入館無料デー
５月31日（日）

苗木城築城500年記念事業 ＊苗木遠山史料館にて開催
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前田青邨 中川とも

句碑のひとつ「月石」
中津川市中津川

中津川の川原で見つかった「月石」と同種の岩石
中津川市かやの木町

観る － 企画展のご案内 －

（大林）

（浅井）

第44回私の展示室　俳句の刻まれた川原の石―「六歌仙塚」の石碑と中津川―
５月31日（日）まで

　中津川市旭ヶ丘の中山道沿いに残る「六歌仙塚」と呼ばれる石碑は、それ
ぞれの石に、その石の特徴やおもしろさを詠んだ俳句が刻まれています。
　調べてみると、江戸時代につくられたこれら句碑の石は、市内を流れる
中津川の川原石であった可能性が高いとわかりました。中津川は強い雨が
降るたびに増水を繰り返し、市街地に大きな石を運んできています。
　当時の俳諧文化を伝えるとともに、中津川市の地質背景を考えることに
もつながる、句碑の石の来歴を紹介します。　　
　■　会　期／３月20日（金・祝）～５月31日（日）
　■　会　場／鉱物博物館　企画展示室
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／４月19日（日）・５月17日（日）
　■　関連の催し
　ギャラリートーク
　日　時／５月３日（日・祝）
　　　　　10：00～12：00、13：00～15：00の随時
　ワークショップ「川原の石で一句」
　日　時／５月10日（日）13：30～15：00
　場　所／中津川市役所前 中津川河川敷
　費　用／無料
　＊内容など詳しくは６ページをご参照ください。

苗木城築城500年記念企画　中津川の画家 前田青邨と中川とも展 ４月25日（土）から

　日本画の可能性と画家としての神髄を求め、さらなる高みへと挑戦した前田青邨（1885～1977）。生涯にわたって
独自の画風を激しく追及した中川とも（1890～1982）。
　中津川に生まれ、明治から昭和を生きた２人の画家の作品を紹介します。
　■　会　期／４月25日（土）～５月31日（日）　　　　　　■　会　場／苗木遠山史料館 特別展示室〈２Ｆ〉
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）　　■　入館無料日／５月17日（日）・５月31日（日）
　■　関連の催し
　国際博物館の日記念講座「中津川の画家　前田青邨と中川とも」
　日　時／５月17日（日）13：30～15：00
　＊内容など詳しくは４ページをご参照ください。
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壬生狂言〈習作〉（セリグラフ）一力〈習作〉（セリグラフ） 秋彩（新復刻画）

※撮影協力 おおつかITサービス
中津川宿本陣想定区域（黄枠部分）

企画展　歴史検証「中津川宿本陣」～かつての姿を探る～ ９月27日（日）まで

（山田）

　明治初期に解体され姿を消した幻の中津川宿本陣。写真や絵など外観を記録した資料は見つかっていませんが、
残された間取り図などの資料を参考に、かつての姿の再現を試みました。
　資料から想定される本陣の敷地建物が、現在の町のどのあたりに位置してい
たかをドローンで撮影した空中写真に再現し、また建物の詳細な間取り図や
CGによる外観想像図なども展示します。さらに中津川宿での出来事、本陣で
宿泊や休憩をした人物も紹介しています。未解明な点の多い中津川宿本陣のか
つての姿に、あなたの想いを馳せてみませんか？

　■　会　期／３月31日（火）～９月27日（日） 
　■　会　場／中山道歴史資料館 第２展示室
　■　休館日／毎週月曜日（詳しくは８ページをご参照ください）
　■　入館無料日／４月５日（日）・５月３日（日・祝）・５月17日（日）・６月７日（日）

　絵本作家・村上康成氏の展覧会（後期）を開催しています。後期展示では、一部の絵本作品を展示替えし、全体で
約40点の作品を展示しています。中川ひろたか氏との共作「ピーマン村」シリーズの代表作４作品をはじめ、新作
『わく』や、『まっている』『くまくんです。』の名場面をご覧いただけます。原画ならではの色彩の美しさ、いきも
のの特徴を捉え単純化されたフォルムとその中にある躍動感など、村上作品の
表現の美しさに注目です。本展のために描き下ろされた「おどり、きらめく、
川」も引き続き展示中です。会場に置かれた絵本を読みながら、村上康成の世
界をお楽しみください。
　■　会　期／令和７年12月12日（金）～令和８年５月10日（日）
　　　　　後期：令和８年２月27日（金）～令和８年５月10日（日）
　■　会　場／熊谷榧つけちギャラリー
　■　開館日／金・土・日および国民の祝休日
　■　入館無料日／４月５日（日）

かや

５月10日（日）まで第Ⅲ期展　「ただいま付知川」村上康成の世界展～自然へのまなざし

熊谷榧つけちギャラリー

（上田）

（入曽）

第Ⅰ期展　慕情―古都への誘い ６月７日（日）まで

　悠久の歴史と文化が息づく古都には、繊細優雅な日本の美の心が宿っています。古都の風情に魅せられ、日本的な
ものの良さを慕う魁夷の心情が込められた作品の数々を紹介します。
　■　会　期／３月19日（木）～６月７日（日）　　　　　　■　会　場／東山魁夷心の旅路館
　■　休館日／毎週水曜日（詳しくは８ページをご参照ください）　　■　入館無料日／５月17日（日）

ぼ じょう
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参加する － 催し・教室のお知らせ －

第１回4/15（水）、第２回5/20（水）、第３回6/17（水）
毎月第三水曜日

13：30～15：00時　間 対　象

開催日

一般
16名定　員 費　用 １回　250円
開催日の１週間前まで随時受付、先着順申　込

古文書に興味・関心のある初めての方々を対象に、
読み方などについて丁寧に解説します。
■　講師：林 利恵子

古文書入門　はじめてのくずし字
　　　　　　―館所蔵の古文書より

苗木郷は古い中山道と飛騨街道が交差する植苗木（福岡
町）にありました。戦国時代に信州から小笠原や武田が侵
攻するようになり、大永６（1526）年、一雲入道（昌利）
が高森山に城を移し、苗木城の歴史がはじまりました。
今から500年前のことです。
■　講師：資料調査員 千早保之

苗木城築城500年記念講座
史料調査報告

第１回「遠山昌利・景徳　植苗木から苗木へ」

4/17（金）

13：30～15：30
30名
開催日まで随時受付、先着順

資料代 250円
一般

中津川に生まれ、明治から昭和時代を駆け抜けた画家・
前田青邨と中川ともの画業をたどります。
■　講師：学芸員 上田智美

国際博物館の日記念講座
中津川の画家　前田青邨と中川とも

5/17（日）
13：30～15：00
30名
開催日まで随時受付、先着順

無料
一般

各教室・講座の申込方法など詳細は、各館の案内をご参照ください。○

各館の連絡先は８ページをご参照ください。○

最新情報は各館にお問い合わせください。
中津川市の博物館WEBサイトでもお知らせします。
※右の二次元コードを読みとると、中津川市の博物館WEBサイトが表示できます。

作る 学ぶ 体験

歴史上のさまざまな出来事を背景に、中津川をはじめ
日本の作者たちが残した句を紐解いていきます。
■　講師：鈴木智雄

第1回 4/1（水）、第2回 5/6（水）、第3回 6/3（水）
毎月第一水曜日

13：30～15：00
16名定　員

開催日の１週間前まで随時受付、先着順申　込

時　間

費　用

対　象

開催日

一般
１回　250円

歴史講座　歴史の中の俳句
　　　　　―歴史的事件と俳句、中津川の俳人たち

古文書教室　史料館文書を読む

遠山家古文書を解読しながら、みんなで学びます。
■　担当：調査員 加藤宣義

第１回 4/25（土）
第２回 5/23（土）
第３回 6/27（土）
毎月第四土曜日

13：30～15：00
20名
開催日まで随時受付、先着順
持物：筆記具、くずし字用例辞典

年間1,000円
一般

開催日まさいち うん にゅう どう とし

うわ な ぎ

6/19（金）

13：30～15：30
30名
開催日まで随時受付、先着順

資料代 250円
一般

遠山友政は、織田信長の死後、豊臣と徳川の対立の中、
秀吉配下（豊臣方）の森長可と対立し苗木を追われること
になりました。その後、家康の同志とともに18年間各地で
戦い続け、関ケ原に至ります。
■　講師：資料調査員 千早保之

第２回「初代大名遠山友政の戦功」

よしなが

中津川市の博物館WEBサイト二次元コード



パタパタ飛行機をつくろう

光で操作！ライトコントロールロボットをつくろう

５

パタパタ飛行機をつくろう

光で操作！
ライトコントロールロボットを

つくろう

● 定員を超えた場合は抽選です。
● 抽選に当たった方には電話で連絡します。（不在の場合は、次の方が当選になることもあります。）
● 小学校３年生以下の参加には、大人の付き添いをお願いします。
● 費用は変更になる場合があります。

石割体験 古代人のアクセサリー「まが玉」をつくろう

6/20（土） 10：00～12：00

開催日 時　間

小学生以上

対象

12名

定員

600円

費用

職　員

講　師

締切 6/12

申込

鳥のように羽をはばたかせて飛ぶ飛行機をつくります。

5/23（土） 10：00～12：00

開催日 時　間

小学生以上

対象

10名

定員

500円

費用

職　員

講　師

締切 5/15

申込

光を感じて進む、ちょっと不思議でかわいいロボットをつくります。

開催日 時　　間 対　象 定員 費用 申込 そ　の　他講　師

恐竜が絶滅する前にできた石を割ってみよう。かたい石があなたの手でまっぷたつ！プロの技も必見です。

13：30～14：30 小学生以上 30名5/4
（月・祝） 無料 中根石材 当日受付

整理券配布 友の会共催事業

石割体験 地質の日記念事業

地質をより身近に感じ、理解を深めることを目的として設けられた
「地質の日」（毎年５月10日）の記念事業です。

開催日 時　　間 対　象 定員 費用 申込 そ　の　他講　師

中山道沿いにある句碑「六歌仙塚」と中津川の話を聴き、中津川の川原で石を選んで自分の句碑を作ってみましょう。

13：30～15：00 小学生～大人 無料 朝倉顯爾さん20名 4/18～
先着順5/10（日） 中津川河川敷駐車場

（中津川市役所前）集合

川原の石で一句

開催日 時　　間 対　象 定員 費用 申込 そ　の　他講　師

滑石というやわらかい石で「まが玉」をつくります。まが玉についてのミニ学習もあります。

10：00～12：00 小学生以上 500円 職　員18名 5/15～5/29
抽選6/14（日） 小３以下は保護者同伴で

持物：古タオル、エプロン

古代人のアクセサリー「まが玉」をつくろう

私の展示室ワークショップ・地質の日記念事業
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夜明けの森をフィールドに、年４回の活動を通して自然や森との付き合い方を楽しく学びます。
■　講師：纐纈正紀さん・成瀬ゆう子さん・田中麻基子さん・西尾彩李さん

第１回　５/23（土）　　　「春にてくてく」
第２回　８/ ８（土）　　　「夏はじゃぶじゃぶ」
第３回　10/31（土）　　　「秋にこつこつ」
第４回　2027/1/23（土）　「冬でもほかほか」

時　間
対　象
定　員
費　用
会　場
申　込

開催日

第１回～第３回 ９：30～12：00（予定）　第４回 18：30～21：00（予定）
４回とおして参加できる小学生以上の親子 ※子どもだけの場合は小学４年生以上
20名
４回分ひとり2,000円
中津川市鉱物博物館・夜明けの森 ほか
4/21（火）９：30～5/8（金）17：00 ※申込多数の場合は抽選となります

夜明けの森こんもり山プロジェクト2026

わらべうた・絵本・自然あそびなどを通して、ゆったりと遊びながら、森の「いいな」を親子で体験します。
５月から11月（８月除く）の第二金曜日に開催。全６回。
■　講師：原 令子さん・柳谷恵子さん・小林英子さん・赤坂千穂美さん・沢 あずささん

第１回　５/ ８（金）「みどりワクワク」
第２回　６/12（金）「ピョーンとワクワク」
第３回　７/10（金）「ワクワク水あそび」
第４回　９/11（金）「音にワクワク」
第５回　10/ ９（金）「ワクワク木の実」
第６回　11/13（金）「キラキラ・ワクワク」※季節や天候、参加者のみなさんに合わせた内容となります。

時　間
対　象
定　員
費　用
持　物
申　込

開催日

10：00～12：00
６回とおして参加できる乳幼児の親子
20組
各回一組200円
帽子・着替え・飲み物などは各自でご用意ください
3/27（金）９：30～4/21（火）17：00 ※申込多数の場合は抽選となります

はじめのいっぽ～森の子育て・親子自然楽習～
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享保元年四月　御分間御絵図御用宿方明細書上帳

山論に関する記述
遠山友寿『諸事之覚』文政６年10月

尾張 久田見村との山論

中山道歴史資料館

苗木遠山史料館

知る － 資料紹介 －

　江戸時代には、村と村の境界（多くが山）をめぐっ
て紛争に発展することが多くありました。そういった
紛争事件を「山論」と呼びます。「山論」は、その藩
内の郡奉行・代官が扱いますが、他藩との「山論」は
幕府の寺社奉行が裁定しました。
　苗木藩内では、下野村（のちに幕府直轄地となる）
と福岡・田瀬村の「山論」（新兵衛・新四郎事件 1689
年）が有名ですが、他藩である尾張藩久田見村との間に
も大きな「山論」がありました。久田見村と苗木藩福
地村など９村との「山論」は文化10（1813）年に勃発、
文政２（1819）年に久田見村が江戸寺社奉行に上訴、文
政６（1823）年に結審しました。江戸と苗木の往来・滞
在のための経費の負担が大きく、貧しい小藩にとって
は莫大な経費を投じた事件でした。
　この「山論」と裁きは、次のようなものでした。
①大国尾張62万石に囲まれた小藩苗木１万21石が訴え
られるという争いで、苗木藩は裁定で21石以上を失う
と大名格を失うという瀬戸際でした。
②領主遠山家と家臣という支配層と村役人（庄屋・組
頭）・百姓が、江戸と苗木に於いて身分に関係なく堅く
結束し、大藩の圧力に屈することなく筋を通しました。

本陣当主が残した『御分間御絵図御用宿方明細書上帳』
　中津川宿本陣は、現在の中山道歴史資料館（脇本陣
跡）の道向かいにありました。建物だけでも283坪（約
994平方メートル）あり、美濃十六宿の中でも最大級で
あったといわれます。
　本陣の当主が残した記録の中に、享和元（1801）年の
中津川宿の様子や近隣の街道について書かれた『御分
間御絵図御用宿方明細書上帳』があります。これは幕
府の道中奉行が「分間延絵図」（主要な街道の実態を把
握するために作成された絵図）を作るために各宿に命
を下し、当時の当主・市岡長右衛門が宿の長として書
き上げたものと考えられます。この書上帳の中には、
宿内の人口（男女合わせて1230人）、戸数（175軒）、
石高・田畑面積、道路（街道）、旅籠数、宿家の数、寺
社、馬継立、問屋、生業、市、田畑耕作人・役人など、
宿内の情報が細かく記述されています。
　また、宿の表通り（現在の本町・新町・淀川通）の裏
側は家もまばらだったことや、地形が南から北に傾く
山家（山里の傾斜地）であるため、利用できる土地は田
畑にし、そのかたわら男は薪山稼、女は苧機（機織り）
に従事するといった、当時の暮らし向きも知ることが

できます。
　宿の要である本陣・脇本陣の規模を示す建坪、玄関門
などの有無、２ヶ所あった問屋場の位置などの他、宿の
規範規則や定め事などに関する記述もあり、本陣・脇本
陣を知るうえで貴重な資料です。企画展「歴史検証『中
津川宿本陣』～かつての姿を探る～」では、この資料の
記述から、特に興味深い「本陣の姿形はどうであった
か？」について解き明かしていきます。

（千早）

（伊藤）

苗木の歴史を通して最も美しい姿が見えます。
③江戸の寺社奉行（のちに天保の改革を推進した水野忠
邦）と配下の役人は、大藩尾張の威に屈せず、訴訟に公
明正大を貫き通し、その多くが久田見村（尾張藩）の無
理難題を止めました。
　この「山論」は関係する村が多く、それぞれに記録も
あったようで、多方面から観ることが出来ます。中でも
11代藩主遠山友寿は、『諸事之覚』などに詳細な記録を
残しています。

た み

とも ひさ

く

※詳しくは『中世・近世 苗木遠山の波瀾と日常』（苗木城跡・苗木遠山
　史料館友の会／2024）参照
※「中津川市／古文献アーカイブ」で「諸事之覚」の画像・翻刻が観ら
　れます（https://adeac.jp/nakatsugawa-city/catalog/mp00
　0168，　45以降が該当，　苗木遠山史料館WEBサイトから閲覧可）。

のべ え ずぶん けん

つぎ たてうま

やま が

おばたやま かせぎまき

ばとい や

ごご よう やど かた めい さいぶん けん お え ず かき ちょうあげ
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〒508-0351 中津川市付知町4956番地の52
（アートピア付知交芸プラザ内）

中央自動車道「中津川IC」から車で約40分
☎ 0573-82-4911               http://www.kaya-kumagai.jp
熊谷榧つけちギャラリー
山と青川の小さな美術館

わか

〒508-0501 中津川市山口１番地15

〒508-0101 中津川市苗木2897番地の２

中央自動車道｢中津川I.C｣から車で約25分｢道の駅賤母内｣
FAX 0573-75-5225

☎ 0573-75-5222               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/k/
中津川市

木曽谷に抱かれた美術館

JR中津川駅からバス｢苗木｣下車徒歩約20分
FAX 0573-66-9290

☎ 0573-66-8181               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/t/
中津川市

苗木城跡歴史の広場

〒508-0011 中津川市駒場1657番地の１
JR中津川駅から徒歩約20分
FAX 0573-66-9171

☎ 0573-66-9090               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/s/
中津川市

わくわくドーム

〒508-0101 中津川市苗木639番地の15
JR中津川駅からバス｢夜明けの森｣下車徒歩約40分
FAX 0573-67-2191

☎ 0573-67-2110               https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/m/
中津川市

夜明けの森きらめきパーク

〒508-0041 中津川市本町２丁目２番21号
JR中津川駅から徒歩約10分
FAX 0573-66-7021

☎ 0573-66-6888              https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/museum/n/
中津川市

中津川宿を中心とした歴史の旅

しず も

東山魁夷心の旅路館

子ども科学館

鉱物博物館

苗木遠山史料館

中山道歴史資料館

８

４月 ５月 ６月
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鉱物博物館
　三 好 正 彦 様　　岩石標本1点
　永 冶 利 明 様　　鉱物標本22点

寄贈を受けました　2025年12月～2026年２月受贈分

　子ども科学館では、簡単な工
作を楽しんでいただけるイベン
トを計画中です。各回の内容な
ど詳細はWEBサイトでお知ら
せします。

■簡単工作デー　　　　４月25日（土）・６月27日（土）
■工作ワークショップ　６月13日（土）

東山魁夷心の旅路館休館日
　　その他４館の休館日
熊谷榧つけちギャラリーは金・土・日および国民の祝休日のみ開館

国際博物館の日記念事業
入館無料デーのご案内

簡単工作デー＆工作ワークショップのご案内

　鉱物博物館のある夜明けの森で、４月19日(日)にツ
ツジ祭りが開催されます。
　クラフトやアクセサリーの
お店、クラフト体験、消防音
楽隊の演奏など、楽しいイ
ベントが計画されています。
　当日は鉱物博物館の入館
も無料です。

ツツジ祭り＆入館無料デーのご案内
　毎年５月18日は国際博物館の日です。これを記念し
て各国の博物館では記念事業が開催されます。中津川
市の博物館では、５月17日（日）の入館を無料とします。
対象施設は、苗木遠山史料館・中山道歴史資料館・子
ども科学館・鉱物博物館・東山魁夷心の旅路館・熊谷
榧つけちギャラリーの６館です。各館で催しも予定し
ています。

■期　日　５月17日（日） 9：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　（入館は16：30まで）

●苗木遠山史料館
　　記念講座、クイズラリー、ぬり絵、箏演奏

●中山道歴史資料館
　　歴史クイズラリー

●子ども科学館
　　ミニプラネタリウム上映
　　太陽望遠鏡による太陽観察
　　手作りミニホバークラフト試乗
　　プログラミングロボット体験 など
　　お子さん全員に「手作りおみやげ」プレゼント

●鉱物博物館
　　ジェムストーンさがし、水晶さがし など

●東山魁夷心の旅路館
　　ポスタープレゼント（先着30名）
　
＊催しは予定です。
＊催しの中には有料のものや開催時間の
　限られているものがございますので、
　詳しくは各館にお問い合わせください。

ありがとうございました。
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